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質問項目 

代 表 質 問 通 告 書 

下記の件について、質問いたしたく通告いたします。 

多摩市議会議長 藤原 マサノリ 殿 

市長施政方針について 

答弁者 

令和２年２月１８日 

午前１１時５３分 

受 

付 

No.４ 

市長・教育長等 

 

  

令和２年２月１８日 
会 派 名 フェアな市政 

多摩市議会議員 折戸 小夜子 
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質 問 内 容 

１． 国政の現状についての認識について 

 

今回の施政方針では、安倍首相の施政方針演説について、「IR をはじめ相次

ぐ不祥事や政治不信につながる説明責任への言及、最大の課題である『全世代

の社会保障制度』の創設、気候変動をはじめとした地球環境問題への挑戦など、

現在と未来の世代に向けて責任ある姿勢をもっと前面に打ち出すべきでなか

ったかという印象を受けました」と述べられています。その中の「相次ぐ不祥

事」に対する市長の認識についてお尋ねしたいと思います。 

現在の政権では森友・加計学園問題などの不祥事が相次ぎ、今国会でも追及さ

れている「桜を見る会」疑惑において、後援会を税金で接待した疑惑に対し、

「私は知らない」と答え、資料要求されると「破棄した」としてしまっていま

す。挙句の果ては「来年は中止する」と政権側は幕引きをはかろうとしている

様子がうかがえます。公職選挙法、政治資金規正法、公文書管理法にも反して

いる可能性が指摘されているが、脱法行為を言い逃れすることはあってはなり

ません。その様な状況に対する市長のご認識をお答えください。 

 

２. コンプライアンス意識を高めることについて 

 施政方針では、「職員一人ひとりが法令を遵守し、コンプライアンス意識を

高め、公務員としての倫理観と使命感を保持して適正に業務を行い、公正で透

明性の高い行政運営を継続していきます。」と述べられています。本市では近

年、市職員が市を訴えた保育園入所問題や元市職員による内部通報問題など不

祥事が続いていて、市職員の職場環境がどうなっているのか、不信感がぬぐえ

ません。市民のために一人ひとりがやりがいを持って、心から「チーム多摩市」

として働ける職場をめざすためには、続いた不祥事に対し、真摯に反省し、何

が原因でそうなったのか、機械的に事務作業の見直しを行うだけでない、意識

面についてもしっかり分析し、改善していく覚悟を持ったリーダーシップが問

われると考えます。市長の真摯な反省と覚悟について、改めて伺います。 

 

３． 市役所本庁舎の建て替えについて 

市役所本庁舎の建て替えは「２０２９年までに」とされてきました。その期

限まであと 10 年も無い中、どのような形でこの事業がなされていくのか、大

いに関心があるところです。市役所は災害時において重要な拠点です。自然災

害が頻発し、首都直下型地震は 30 年以内に７０％の確率で起こると言われ、

日本各地での地震情報が流れることも日常化しているとも言える状態です。災

害対策本部となるしっかりとした市庁舎は、市民の生命と財産を守る役割をは

たしていくために喫緊の課題です。２０１７年 3月に多摩市役所庁舎のあり方

検討チームによる報告書や、同年 11 月には多摩市役所庁舎のあり方検討委員
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質 問 内 容 

会報告書が出されているが、新庁舎の建て替え場所は、依然決まっていません。

速やかに場所を決定していくべきと考えますが、市長のご見解を求めます。 

また、現状の検討状況と取り組みの方針、スケジュールについても伺います。 

 

４．「健幸まちづくりのさらなる推進」について 

 市長は健幸まちづくりのさらなる推進のために、施策や事業を組織横断的に

「すべての部署は健幸まちづくりの所管であることをさらに徹底していきま

す。」としていますが、これまで健幸まちづくりで取り組んできた結果や成果

の評価はどのように考えているのでしょうか。超高齢社会に突入する中、健康

政策は重要である。健康づくりが市民全体に浸透するためには、呼びかけや啓

蒙のみならず、市民の行動変容を起こすための環境整備やアプローチがなされ

なければなりません。「ウオーカブル推進都市」などの連動については施政方

針でも触れられてはいますが、具体的な目標設定と可視化できる成果について

どのように考えているのか、お尋ねします。 

 

５． 災害に強い対策について 

施政方針冒頭でも「地球環境問題はまったなしの状況です。」と述べられて

いますが、異常気象による想定外の災害が続く中、市民の生命と財産を守り、

安全に住み続けられる多摩市とするためには、まちの基盤整備の総点検を最優

先に行うことが重要ではないかと考えます。既存地区では、都主導による崩落

危険地域の点検や説明、多摩川沿い地域での水害の危険性についての呼びかけ

などは取り組まれていますが、ニュータウン地区は、ゲリラ豪雨時などの排水

状況の実態、特に側溝、集水桝について、他にも橋のひび割れ、法面などにつ

いても見ていかなければならないと考えます。側溝や集水桝などの清掃もまめ

に行っていくことも必要と思いますが、ご見解を伺います。 

 

６． 公共施設の見直しの方針について 

「多摩市公共施設の見直しと行動プログラム」が示された背景は変わった訳

でもないにも関わらず、パルテノン多摩大規模改修、図書館本館建て替え、多

摩中央公園リニューアルをはじめ、公園やコミュニティセンターなどの施設の

改修が今後も行われていくこととなっています。改修や再整備のコストだけで

なく、維持管理・運営コストについても考えていかなければなりません。当初、

前掲のプログラムが示された時の認識から見て、現状についてはどのように評

価しているのでしょうか。今後についてはどのように見直しがなされていくの

でしょうか。改めてこの機会にご見解を伺いたいと思います。 
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質 問 内 容 

７． 覚書について 

桜美林学園と交わした覚書について、「信義則」とされていましたが、この

扱いについては現状どうなっているのでしょうか。図書館本館建替に向けて急

いで取り組みがなされた背景の一つに、桜美林学園の開校記念の周期に合わせ

て計画された小中一貫校を誘致することがあったはずです。大きな取り組みで

あったにも関わらず、言及がされていないのが不思議です。その後の進捗と現

状について、お伺いいたします。 
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質問項目 

代 表 質 問 通 告 書 

下記の件について、質問いたしたく通告いたします。 

多摩市議会議長 藤原 マサノリ 殿 

市長施政方針について 

答弁者 

令和２年２月１８日 

午前１１時３４分 

受 

付 

No.５ 

市長・教育長等 

 

  

令和２年２月１８日 
会 派 名 ネット・社民の会 

多摩市議会議員 いぢち 恭子 
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質 問 内 容 

１．防災・防疫の体制づくりと環境対策について 

 近年の加速する気候変動と多発する自然災害により、国際規模で社会のフ

ェーズがはっきりと変わりました。温暖化から廃プラスチック問題まで、も

はや「地球に優しい」などという悠長かつ傲慢な構えは通用せず、私たちは

安心安全な暮らしのためにあらゆる知識と知恵と努力を結集しなければなら

ない時代を生きています。殊に、未来世代に対する責任は極めて重大です。

市長の施政方針が環境と防災の話から始まっているのも、そののっぴきなら

ない危機意識の顕れと受け止めました。 

 環境対策も防災も、一部の人間の努力だけでは成功しません。誰もが当事

者であり、皆で等しく責任を負い行為の結果を（正負いずれにかかわりな

く）享受する立場にあります。これは現在、深刻の度を増しつつある感染症

と防疫の問題でも全く同じです。 

 特に大事なのは女性や子ども、高齢者や障がい者といったいわゆる“災害

弱者”の目線で考えることです。非常時には便乗型の犯罪が起こりやすく、

特に避難所での性暴力やパワハラの被害は表面化しにくいだけに深刻です。

個人の人権、自己決定権やプライバシーの尊重などは、緊急事態の際にこそ

意識的に尊重されなくてはなりません。その上で今は、地震にしても風水害

にしても「いつでも起こりうるもの」という気構えで計画を整える必要があ

ります。 

（１）要配慮者を視野に入れた防災計画策定や避難所運営に、女性が加わるこ

とは非常に有効です。防災面での女性の活用について、市はどのような

見解とプランを持っていますか。 

（２）防災や避難は自助・共助が基本と言われます。昨年の台風 19 号による

水害経験を踏まえ、円滑で効率的な避難のためにどのような対策が考え

られていますか。特に要配慮者の避難、的確な避難所への誘導や案内に

ついて伺います。 

（３）パンデミックの恐れのある感染症対策として、自治体レベルではどのよ

うな防疫マニュアルを持っていますか。医療拠点整備と職員体制を中心

に伺います。 

（４）「気候非常事態宣言」を出すとともに、環境問題に関する意識啓発を含

めてどのような施策を推し進めるのか、具体的に教えてください。 

 

２．市役所本庁舎の建て替えについて 

 市役所は市民にとって最も必要度の高い公共施設であり、その構造やデザ

インは市政に対する市の考え方をある程度形として示すものです。建物の１

階に市民協働室を置いたり、図書室を置いたり、外から見えるガラス張りの

議場を置いたりと、いくつもの自治体がユニークな発想で「開かれた市政」
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質 問 内 容 

実践の場づくりを行っています。2029 年完成をめざす本市の市庁舎建て替え

もまた、その実現のプロセスから設計内容に至るまで、市民と行政の関係を

端的に示すものになるのではないでしょうか。 

「市民主体のまちづくり」を具体的に考えるとき、本庁舎建て替え計画は

市民参画の機会として大きな意義を持ちます。過去に検討委員会を設置した

ように、今後もさまざまな形で市民の意見を求めていくものと思いますが、

それに劣らず重要なのが働く職員の考えと要望です。市民の側からも、行政

の側からも、一定の納得感が得られる施設を造ってもらいたいと思います。 

（１）基本構想から設計まで、市民はどのように建て替え事業に関わることが

できますか。また、職員の意見をどのように反映させていくのでしょう

か。 

（２）現在、本市ではいくつかの窓口を本庁舎以外に分散させています。今

後、市民の“使い勝手の良さ”だけでなく“防災施設”としての機能も

考慮に入れ、また出張所の存在と併せて配置を見直す必要があります。

立地も未定である現状で予定通りに工事を終わらせるには、かなりスピ

ーディに熟議をこなしていかなければなりませんが、市側がどのような

認識とスケジュール感を持っているか伺います。 

 

３．庁内改革の推進と“人財” 育成について 

 ベテラン職員が相次いで定年を迎える中、私たちの会派は多摩市を支える

人材育成についてたびたび言及してきました。特に今回取り上げたいのが、

「超過勤務」と「新入職員の退職」についてです。どちらもなかなか効果的

な対策を講ずるに至っていないということが、職員の側から指摘されていま

す。 

「住んでよかった」と思われる多摩市をつくるためには、まちの“質”を

担保する職員の存在が必要不可欠です。特に防災・防疫の観点からも行政の

マンパワーが重要視される今、多摩市役所は果たして多くの職員にとって

「生き生きと・誇りをもって働き続けられる職場」になっているのでしょう

か。 

（１）庁内のストレスチェックや勤務状況の調査について、結果の分析はどの

ようになされていますか。また、その対策として考えられていることが

あれば、それも併せて伺います。 

（２）「AI 技術や RPA などの導入によりサービス向上と効率的な事業運営を図

る」とされる部分で、新技術の活用＝省力化＝人員削減という図式にな

ることを危惧しています。更に今後、会計年度任用職員に避難所運営の

業務も任せようという動きがあるとも聞いていますが、非常時対応も含

めて市民を支える行政能力の維持は、やはりスキルと自覚を持つ正規職
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質 問 内 容 

員の存在あってのことではないでしょうか。市側の見解を伺います。 

 

４．教育について 

 コミュニティスクール制度が始まり、来年度は一気に移行が進むと聞いて

います。いじめや虐待、犯罪などから子どもを守るためにも、地域全体で子

どもを孤立させない社会になればと思いますが、もうひとつ大切なのは子ど

もの自主性です。当事者である子どもの意見が尊重され、主体的な学校運営

への関わりが促進されることを希望します。 

 また今年は東京五輪の開催年ということで、大学ボランティアから児童生

徒の観戦まで“学校”を巻き込んだ参加促進が過熱しています。確かに滅多

にない機会で楽しみにしている生徒も多いと思いますが、「日本全体が一丸と

なって成功に導かなければ」という力の入れ具合には違和感を覚えます。そ

もそも五輪憲章を見れば判る通り、五輪は国威発揚の場ではないからです。

特に酷暑という条件を無視した東京開催の結果、子どもたちの健康が損なわ

れることだけは断じて避けなければなりません。 

 常に子どもを真ん中に据えた教育行政を望みます。 

（１）学校運営協議会はどのようなメンバーで構成されるのでしょうか。 

（２）「地域に開かれた学校」というコンセプトは本市の従来方針とも合致

しており、子どもたちの見守りという点でも心強い一方、今後の進め

方によっては学校ごとの取り組みの差が広がるのではないかと不安を

感じます。地域ごとの個性を尊重しつつ、各協議会が横の連携を取っ

て情報共有に努めてほしいと思いますが、市側の見解を伺います。 

（３）多様性を認め合うこれからの社会の担い手として、子どもたちにイン

クルーシブな学校環境を用意することがますます重要となります。多

動や発達障害も決して珍しくはない今、教師・児童ともにゆとりある

30 人学級の実現、作業療法士による研修などが必要ではないでしょう

か。先進自治体の事例なども参考に調査研究を進めてもらいたいと思

いますが、いかがですか。 

（４）オリンピックの市内ロードレース観戦、また都心で行われる競技の観

戦について、真夏の気象条件に配慮した対策は取られるのでしょう

か。市外への移動手段についても併せて伺います。 

 

５．健幸まちづくりとパルテノン多摩リニューアルについて 

 阿部市政の大きな柱である健幸まちづくり構想の実現にあたっては、「すべ

ての部署が所管である」「部をまたいだ横断的な取り組みが必要」という理由

から、政策監を呼び施策に励んできたという経緯があります。あらゆる市民

を視野に入れた多摩市版地域包括ケアシステムの概念とも通底しますが、現
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質 問 内 容 

時点までの成果を踏まえた今後の展開について伺います。 

今回は、来年度からいよいよ全館休館で改修工事に入るパルテノン多摩に

ついても、健幸まちづくりに寄与する役割は何かという観点に絞って質問し

ます。 

（１）政策監でなければなし得なかった取り組みと、この先任期を終えて横

断可能な役職がなくなった後の体制と施策について伺います。 

（２）「ウォーカブル推進都市」という謳い文句や“貯筋”の推奨は有意義

だと思いますが、歩けない・運動できない状況にある人にはどのよう

なアプローチを行うのでしょうか。多摩市の「健幸」の定義に照らし

て、その人なりの健康や幸せを応援する取り組みがありますか。 

（３）公共団体が運営する複合文化施設として、パルテノン多摩にはこれま

で以上に福祉的な役割が期待されます。文化やアートが持つ人と人と

を結びつける力、人を元気にする力を、パルテノンを装置のひとつと

してふるい起こしてもらいたいと思いますが、市側はこの社会包摂の

取り組みについてどのように考えていますか。 

（４）新生パルテノンを市民に活用してもらうためには、運営側の努力と工

夫が必要不可欠です。リニューアルオープンに向けた新しい運営体制

と、文化芸術振興方針の見直しの方向性について伺います。 
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